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常
陸
大
宮
市
議
会
に
新
婦
人
の
会
の

方
が
中
心
と
な
り
１
０
６
６
人
の
署
名

を
添
え
て
「
東
海
第
２
原
発
の
再
稼
働

を
認
め
な
い
陳
情
」が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

６
月
議
会
で
陳
情
を
審
査
し
た
総
務
常

任
委
員
会
は
結
論
を
出
さ
ず
、
継
続
審

査
と
な
り
ま
し
た
。

第
３

回
定

例
議

会
は

９
月

３
日

に
開

会
し
ま

す

請
願
・陳

情
は
、８

月
２
７
日
（火

）

ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。
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「道
の
駅
候
補
地
選
定
委
員
会
」
は
１

１
８
号
線
沿
い
に
４
か
所
（
山
方
地
域

内
…
家
和
楽
地
内
・山
方
宿
地
内
・小
貫

橋
西
地
内
の
３
か
所
、
大
宮
地
域
内
…

岩
崎
地
内
の
１
か
所
）の
候
補
地
か
ら
選

定
を
お
こ
な
い
、
岩
崎
地
内
を
最
終
的

な
道
の
駅
整
備
の
候
補
地
と
し
て
選
定

し
、
市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

市
は
、
７
月
１
８
日
に
臨
時
庁
議
を

開
き
、
選
定
委
員
会
の
報
告
通
り
「道
の

駅
整
備
候
補
地
」を
岩
崎
地
内
と
す
る
こ

と
を
決
定
し
ま
し
た
。

今
後
つ
く
ら
れ
る
「道
の
駅
整
備
検
討

委
員
会
」
で
「
道
の
駅
」
の
基
本
計
画
等

が
策
定
さ
れ
ま
す
。

■
「
再
稼
働
反
対
」
「
子
ど
も

た
ち
の
未
来
を
守
れ
」
│
大
飯

原
発
再
稼
働
が
２
日
後
に
せ
ま
っ

た
６
月
２
９
日
、
再
稼
働
決
定

に
抗
議
す
る
行
動
が
首
相
官
邸

前
で
お
こ
な
わ
れ
、
ツ
イ
ッ
タ
ー

な
ど
で
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
市

民
約
２
０
万
人
（主
催
者
発
表
）

が
、
官
邸
前
を
う
め
つ
く
し
ま

し
た
。

首
相
官
邸
前
抗
議
行
動
は
首

都
圏
反
原
発
連
合
の
有
志
の
呼

び
か
け
で
毎
週
金
曜
日
に
お
こ

な
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
７
月
１
６
日
に
東
京
・
代
々
木
公

園
で
開
か
れ
た
「さ
よ
な
ら
原
発
１
０
万

人
集
会
」
。
全
国
か
ら
１
７
万
人
が
参

加
し
会
場
を
う
め
つ
く
し
ま
し
た
。
日
本

共
産
党
の
志
位
委
員
長
、
市
田
書
記
局

長
が
参
加
し
ま
し
た
。

■
「
原
発
廃
炉
」
「
再
稼
働
反
対
」
の
声

を
政
治
の
中
枢
に
つ
き
つ
け
よ
う
と
、
７

月
２
９
日
、
国
会
大
包
囲
行
動
が
取
り

組
ま
れ
ま
し
た
。
集
会
、
デ
モ
、
国
会
包

囲
の
３
部
構
成
で
、
参
加
者
は
あ
わ
せ

て
２
０
万
人
（
主
催
者
発
表
）
に
。
キ
ャ

ン
ド
ル
や
ラ
イ
ト
を
か
か
げ
て
原
発
の
な

い
日
本
の
実
現
を
訴
え
、
国
会
を
囲
み

ま
し
た
。

志
位
委
員
長
は
、
福
島
の
被
災
者
支

援
・復
興
支
援
を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、

「
い
ま
す
ぐ
『
原
発
ゼ
ロ
の
日
本
』
に
す
す

む
政
治
決
断
を
お
こ
な
え
―
こ
の
声
で

７
月
１
日
、
つ
く
ば
市
の
「
つ
く
ば
国

際
会
議
場
」で
お
こ
な
わ
れ
た
志
位
和
夫

委
員
長
を
迎
え
た
演
説
会
は
第
２
会
場

ま
で
満
席
と
な
り
、
２
０
０
０
人
以
上

が
参
加
し
ま
し
た
。

演
説
会
で
は
斉
藤
県
医
師
会
会
長
と

秋
山
Ｊ
Ａ
茨
城
中
央
会
専
務
理
事
が
来

賓
あ
い
さ
つ
し
、
北
茨
城
市
長
と
東
海

村
上
村
長
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
ま
し
た
。

志
位
委
員
長
は
、
財
界
・
米
国
中
心

の
『
二
つ
の
害
悪
』
を
断
ち
切
れ
ば
開
け

る
展
望
│
党
の
日
本
改
革
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

示
し
、
「
原
発
ゼ
ロ
の
日
本
」
「
新
し
い
政

治
の
転
換
」を
よ
び
か
け
ま
し
た
。

６
月
議
会
終
了
時
点
で
の
東
海
第
２

原
発
の
「
再
稼
働
反
対
」
「
廃
炉
を
求
め

る
」
請
願
・
陳
情
を
採
択
し
た
議
会
は
さ

ら
に
増
加
し
、
趣
旨
採
択
（
水
戸
、
常
陸

太
田
、
か
す
み
が
う
ら
）
を
含
め
る
と
全

県
で
１
９
市
町
議
会
と
な
り
ま
し
た
。

政
府
を
包
囲
し
よ
う
」
と
の
べ
、
大
き
な

拍
手
に
つ
つ
ま
れ
ま
し
た
。

６月２９日、首相官邸前

参加者とともに「再
稼働やめよ」と声を
あげる志位委員長
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金子すぐる議員

０９０-１９９４-７６９６

堀江かくじ議員

０９０-４８２４-０７９７

堀江鶴治議員

６月２２日質問

日
本
共
産
党
の
堀
江
鶴
治
議
員
は
６

月
２
２
日
、
放
射
能
汚
染
に
よ
る
被
害

か
ら
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
等
、
４
項
目

に
わ
た
っ
て
三
次
市
長
に
対
し
一
般
質
問

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

（
堀

江
議

員
）
県
や
国
か
ら
地
域
防
災

計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て
指
示
作
業
が
進

め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
知
事
の
見
解

と
し
て
東
海
第
２
原
発
の
再
稼
働
は
地

元
自
治
体
や
県
議
会
な
ど
す
べ
て
の
同

意
が
な
け
れ
ば
再
稼
働
を
容
認
す
る
の

は
む
ず
か
し
い
と
の
考
え
を
し
め
し
た
と

報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
原
発
再
稼
働
を
前

提
と
す
る
緊
急
防
護
措
置
区
域
に
住
む

１
０
０
万
人
を
避
難
さ
せ
る
内
容
の
地

域
防
災
計
画
を
立
て
る
こ
と
自
体
問
題

で
あ
り
、
東
海
第
２
原
発
の
再
稼
は
中

止
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

（
市
民

部
長

答
弁

）
県
で
は
、
現
時
点
に

お
い
て
は
、
県
の
原
子
力
災
害
対
策
編

の
修
正
時
期
は
未
定
で
す
が
、
緊
急
防

護
措
置
区
域
の
防
災
対
策
用
と
し
て
、

東
海
第
２
原
発
か
ら
３
０
キ
ロ
圏
内
の

地
図
の
作
成
や
、
学
校
及
び
病
院
等
保

第
２
回
定
例
議
会
は
６
月
１
２
日
か

ら
２
８
日
ま
で
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
市

議
会
最
終
日
に
は
、
各
常
任
委
員
長
か

ら
審
査
結
果
の
報
告
が
あ
り
、
条
例
２

件
補
正
予
算
３
件
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
請
願
・
陳
情
５
件
は
次
の
通
り
に

な
り
ま
し
た
。

５
件
の
請
願
陳
情
の
内
１
０
６
６
人

の
署
名
を
添
え
て
提
出
さ
れ
た
「
東
海

第
２
原
発
の
再
稼
働
を
認
め
な
い
陳
情
」

は
、
付
託
さ
れ
た
総
務
常
任
委
員
長
か

ら
「
閉
会
中
の
継
続
審
査
」
の
申
し
出
が

あ
り
ま
し
た
。
９
月
３
日
に
開
会
が
予

定
さ
れ
て
い
る
第
３
回
定
例
議
会
ま
で

の
閉
会
中
に
審
査
が
お
こ
な
わ
れ
、
開
会

初
日
に
審
査
結
果
が
報
告
さ
れ
る
予
定

で
す
。

○
市
道
４
１
９
６
号
線
（
小
場
地
区
）

の
改
良
に
関
す
る
請
願
書
…
採
択
す
べ

き
も
の

○
玉
川
駅
前
の
駐
輪
場
設
置

に
関
す
る
請
願
書
…
採
択
す
べ
き
も
の

○
市
道
１
４
２
３
号
線
（
野
口
地
内
）

の
改
修
・新
設
工
事
に
関
す
る
請
願
書
…

採
択
す
べ
き
も
の

○
西
方
寺
遊
休
地

利
用
に
お
け
る
住
民
の
安
全
確
保
に
関

す
る
陳
情
…
不
採
択
と
す
べ
き
も
の

最
終
日
に
議
会
運
営
委
員
会
か
ら
議

員
提
案
さ
れ
た
「
森
林
湖
沼
環
境
税
の

継
続
を
求
め
る
意
見
書
」
に
対
し
、
日
本

共
産
党
市
議
団
を
代
表
し
て
堀
江
鶴
治

議
員
が
「
県
の
当
初
予
算
一
般
会
計
１

兆
１
０
７
７
億
円
余
は
、
県
民
の
暮
ら

し
優
先
に
津
か
使
う
べ
き
。
開
発
用
地
の

破
た
ん
処
理
、
茨
城
空
港
関
連
や
八
ッ

健
施
設
等
の
調
査
並
び
に
避
難
先
等
の

検
討
を
事
前
に
準
備
し
て
い
き
た
い
の
で

市
町
村
の
協
力
を
頂
き
た
い
と
説
明
を

頂
い
て
い
ま
す
。

（
市

長
答

弁
）
橋
本
知
事
が
大
飯
原
発

に
関
し
て
の
手
順
と
同
じ
手
順
で
検
討

し
て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
が
マ
ス
コ
ミ

等
で
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
も
そ
の

考
え
に
同
調
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
堀

江
議

員
）
民
主
党
政
権
は
、
社
会

保
障
の
財
源
に
は
消
費
税
増
税
し
か
な

い
の
一
点
ば
り
の
主
張
で
す
が
、
消
費
税

に
頼
ら
な
く
と
も
確
保
は
可
能
で
す
。

国
民
の
暮
ら
し
を
安
定
化
さ
せ
、
国
の

経
済
発
展
を
向
上
さ
せ
て
い
き
な
が
ら
、

交
通
条
件
、
周
辺
地
域
と
の
調
和
、
そ

れ
か
ら
地
域
活
性
化
効
果
な
ど
、
効
果

的
な
「
道
の
駅
」
を
整
備
す
る
た
め
、
国

道
１
１
８
号
線
の
沿
線
地
域
全
体
を
調

査
し
た
結
果
、
複
数
の
候
補
地
と
な
っ
た

も
の
で
す
。

（
金

子
議

員
）
災
害
時
の
民
間
の
井
戸

登
録
等
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
進
ん

で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

（
市

民
部

長
答

弁
）
現
在
、
協
力
の
提

供
を
い
た
だ
け
る
井
戸
を
登
録
す
る
た
め

の
準
備
を
お
こ
な
っ
て
い
る
段
階
で
す
。

（
金
子
再
質
問
）
ひ
た
ち
な
か
市
で
は
、

勝
田
地
区
の
１
４
の
小
学
校
に
防
災
用

井
戸
を
平
成
２
４
、
２
５
年
の
２
ヶ
年

で
整
備
す
る
予
算
を
計
上
し
た
。
な
お
、

取
水
源
が
深
井
戸
で
あ
る
那
珂
湊
地
区

は
非
常
用
発
電
機
で
汲
み
上
げ
配
水
対

応
す
る
と
具
体
化
し
て
い
ま
す
。

当
市
で
も
、
各
小
学
校
、
あ
る
い
は

各
区
の
集
会
施
設
ご
と
に
井
戸
を
整
備

す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

（
市

民
部

長
再

答
弁

）
検
討
課
題
と
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

聖
域
の
な
い
ム
ダ
を
削
減
す
る
、
証
券
優

遇
課
税
の
廃
止
、
所
得
税
、
住
民
税
、

相
続
税
の
最
高
税
率
の
引
き
上
げ
、
富

裕
税
の
創
設
を
す
る
。
大
企
業
へ
の
減
税

を
や
め
る
税
財
政
の
改
革
を
す
る
、
な
ど

不
公
平
税
制
の
改
革
を
し
て
い
く
な
ら

ば
、
消
費
税
の
引
き
上
げ
を
し
な
く
と
も
、

社
会
保
障
の
財
源
は
確
保
で
き
る
と
考

え
ま
す
が
ど
う
か
。

（
総

務
部

長
答

弁
）
法
人
税
は
日
本
の

方
が
高
い
よ
う
な
状
況
で
す
。
所
得
税
、

法
人
税
な
ど
直
接
税
に
つ
い
て
は
、
景
気

に
連
動
さ
れ
や
す
い
が
消
費
税
は
比
較

的
景
気
の
動
向
に
左
右
さ
れ
に
く
く
安

定
的
な
も
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
国
に
お
け
る
社
会
保
障

の
一
体
改
革
の
検
討
に
お
い
て
は
、
安
定

財
源
の
確
保
と
い
う
観
点
か
ら
、
消
費

税
を
中
心
と
す
る
税
制
改
正
が
議
論
さ

れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

３
項
目
の
一
般
質
問
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。

（
金

子
議

員
）
市
長
は
平
成
２
２
年
１

２
月
議
会
で
「
岩
崎
地
区
内
の
１
１
８

号
線
に
道
の
駅
と
い
う
要
望
書
が
平
成

２
２
年
１
１
月
１
９
日
付
で
岩
崎
区
の

鈴
木
区
長
ほ
か
区
民
一
同
の
連
名
に
よ

り
出
さ
れ
た
。
さ
ら
に
同
１
２
月
９
日

に
同
じ
く
鈴
木
区
長
と
岡
部
常
陸
大
宮

市
商
工
会
長
・同
小
森
観
光
協
会
会
長
・

高
杉
久
慈
川
漁
協
組
合
長
の
４
団
体
の

代
表
者
で
橋
本
知
事
に
直
接
要
望
書
が

提
出
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
私
（
市
長
）
も

同
席
し
た
。
（
略
）
地
権
者
全
員
の
賛
同

署
名
が
あ
り
、
道
の
駅
と
し
て
必
要
と

思
わ
れ
る
２
・５
ｈ
ａ
以
上
の
土
地
が
確

保
で
き
る
見
通
し
で
あ
る
。
こ
の
事
業
が

進
ん
で
い
け
ば
岩
崎
地
区
を
中
心
と
し

た
地
域
振
興
に
つ
な
が
る
一
大

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業
に
な
る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

市
と
し
て
も
積

極
的
に
推
進
し
て
い
き
た

い
」と
経

過
を
説
明
し
ま
し
た
。

私
は
、
当

然
の
成
り
行
き
と
し
て
「
道

の
駅
」
は
岩
崎
地
区
と
考
え
て
い
た
が
、

候
補
地
を

何
か
所
か
選
定
す
る
こ
と
に

変
わ
っ
た
理

由
は
な
に
か
。

今
回
の
計
画
は
地
元
の
大

変
な
努
力

で
市
を
動
か
し
た
数

少
な
い
例
で
あ
り
、

地
域
活
性
化
の
た
め
に
大
切
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

（
経

済
建

設
部

長
答

弁
）
土
地
条
件
、

そ
の
他
の
質

問

■
道

路
行

政
は
住

民
の
暮

ら
し
最

優
先

に

■
農

業
の
振

興
に
つ
い
て

場
ダ
ム
な
ど
開
発
型
県
政
か
ら
の
脱
却

を
は
か
り
、
森
林
を
守
り
発
展
さ
せ
る
よ

う
県
予
算
を
見
直
す
な
ら
ば
、
税
金
を

継
続
し
な
く
て
も
充
分
に
可
能
だ
」
と
討

論
を
お
こ
な
い
、
税
金
の
継
続
に
反
対
し

ま
し
た
。

同
時
に
提
出
さ
れ
た
「
防
災
会
議
に

女
性
の
視
点
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を
求
め

る
意
見
書
」
は
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

金子卓議員

６月２５日に質問

日
本
共
産
党
の
金
子

卓
議
員
は
６
月

２
５
日
、
「
道
の
駅
」
整
備
事
業
な
ど
、

そ
の
他

の
質

問
■

健
康

づ
く

り
に
つ
い
て

東
海
第
２
原
発
の
再
稼
働
中
止
と

廃
炉
実
現
の
署
名
は
、
こ
れ
ま
で

１
７
万
筆
余
が
県
知
事
に
提
出
さ

れ
ま
し
た
。
「
県
民
セ
ン
タ
ー
」

が
設
立
さ
れ
、
引
き
続
き
数
十
万

人
を
め
ざ
し
署
名
活
動
が
お
こ
な

わ
れ
て
い
ま
す
。


